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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 5,067 18.1 851 320.6 815 387.8 497 271.4

2024年３月期第１四半期 4,290 46.8 202 △12.1 167 △16.8 133 101.0

（注）包括利益 2025年３月期第１四半期 535百万円 （282.2％） 2024年３月期第１四半期 140百万円 （111.1％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 30.92 30.53

2024年３月期第１四半期 8.28 8.18

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 31,105 12,919 39.6

2024年３月期 24,017 12,460 50.6

（参考）自己資本 2025年３月期第１四半期 12,332百万円 2024年３月期 12,147百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年３月期 －

2025年３月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,000 11.5 3,050 37.9 2,900 40.9 1,850 33.2 114.57

１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期１Ｑ 16,197,595株 2024年３月期 16,194,895株

②  期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 121,696株 2024年３月期 48,205株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 16,079,290株 2024年３月期１Ｑ 16,160,161株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規　1社  （社名）　株式会社メディックス

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事
項（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．４「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当社グループは「今の先鋭が10年後の当たり前を造る A DECADE AHEAD」をミッションに掲げ、ライフテックカ

ンパニーとして大きく２つの事業を展開してまいりました。１つ目の事業は、不動産/金融業界からIT/ヘルスケア

領域まで様々な業界のDXに向けて、機械学習等のテクノロジーを活用したモジュールをベースに、パッケージ型ク

ラウドツールやテーラーメイド型アルゴリズムを提供する「AIクラウド＆コンサルティング」事業（AICC）であり

ます。２つ目の事業は、お客様への確かな価値提供とテクノロジーの積極活用の両立を目指すアセットマネジメン

ト、売買仲介コンサルティング、デベロップメント/インベストメント事業を展開する「ライフ＆プロパティソリ

ューション」事業（L&P）であります。

　実業（リアルビジネス）である不動産や金融、IT/ヘルスケア事業を自ら手掛け、業務上の非効率や課題に直面

することで、機械学習等の高度なテクノロジーの活用の可能性を見出し、当社グループの内部オペレーションにそ

のテクノロジーを取り込み、競争力・効率性の改善を図っております。同時に、リアルビジネスのテック化により

効果が検証された業務推進・効率化ツールは、当社自身がユーザーとして使い勝手をフィードバックすることで実

務有用性を磨き込み、同業他社のお客様に提供しております。加えて、ツールのベースとなるモジュールを活かす

ことで、差異化されたコンサルティングを幅広い産業のお客様にご提供するビジネスモデルを構築しております。

　実業（リアルビジネス）を手掛けることが、実務有用性の高いAIソリューション・クラウドツールの顧客への提

供に密接かつ効果的に機能しており、この「リアルビジネスを内包したテックプロバイダー」という独自の顧客提

供価値の追求が、様々な業界のDXや事業拡大に貢献しております。

　当社グループが手掛けるAICC事業の業務環境をみれば、少子高齢化が急速に進行する中、健康寿命の延伸がます

ます重視されるようになり、保険診療に加えて予防医療への関心が増しております。また、生産年齢人口の減少が

見込まれること等から、専門人材不足などの課題が深刻化しております。そのため、省人化や利益拡大を見据えた

取り組みをテクノロジーの活用を通じて進める業界横断的なDX気運が随所にみられ、実務有用性の高いDXソリュー

ションを提供する当社事業においても追い風となっております。L&P事業の業務環境をみれば、様々なアセット種

別に対する投資ニーズの高まりが引き続き見られます。

　このような業務環境の下、当社グループは金融やIT/ヘルスケア領域において事業成長を着実に進捗させ、その

他産業に向けても自社の持つAIモジュールを活かしたDXソリューションを提供してまいりました。具体的には、ヘ

ルスケア領域において、治療院向けにクラウドレセコン提供およびレセプト業務支援を行う株式会社メディックス

を2024年４月から子会社化したことに加え、パラマウントベッド株式会社との協業によるライフログデータを活用

した遠隔診療の実地検証の開始等、収益の複線化が進捗しました。また、当社グループのSREアセットマネジメン

ト株式会社において「ダブルツリーbyヒルトン東京有明」の運用を開始するなど、L＆Pセグメントにおけるアセッ

トマネジメント事業のAUM（アセットアンダーマネジメント/預かり資産額）が拡大しました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、AICCセグメントでライフ＆ヘルスケアソリ

ューション（LH）の売上がプロップテックソリューション（PT）を上回る規模に拡大し、ARR（アニュアルリカーリ

ングレベニュー/年次経常収益）が計画通り伸長したことに加え、L＆Pセグメントでアセットマネジメント事業の収

益が拡大したことで、売上高は5,067,177千円（前年同期比777,028千円増（18.1％増））、営業利益は851,018千円

（前年同期比648,700千円増（320.6％増））、経常利益は815,243千円（前年同期比648,103千円増（387.8％

増））、親会社株主に帰属する四半期純利益は497,159千円（前年同期比363,280千円増（271.4％増））となりまし

た。
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当第１四半期連結累計期間のセグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

＜AIクラウド＆コンサルティングセグメント＞

　ライフ＆ヘルスケアソリューション（LH：ヘルスケア/IT/金融領域を主な対象とした、業務支援型クラウドツー

ルやDXソリューションの提供）は、2024年４月に子会社化した株式会社メディックスの売上貢献に加え、平均顧客

単価を高水準で維持しながら顧客獲得が着実に伸長しました。また、クリニック等のヘルスケア領域を中心に新規

プロダクトや新機能の追加開発およびテストマーケティングも複数進めております。

　プロップテックソリューション（PT：不動産領域を主な対象とした、業務支援型クラウドツールやDXソリューシ

ョンの提供）は、季節要因により前年度第４四半期から平均顧客単価が低下したものの顧客獲得が計画を上回るペ

ースで伸長し、ストック収入の拡大に寄与しました。また、4,000社を超える顧客基盤を活かしたアップセル・ク

ロスセルに向け、既存プロダクトの機能拡充やプロダクトラインナップ拡大も進めております。

　当該セグメントでは、ストック収入の中長期的な成長に向け、前述のプロダクト開発やテストマーケティング等

への投資を加速させるとともに、新たなクラウド事業責任者の採用やセールス・カスタマーサクセス増員を行いま

した。

　その結果、当第１四半期連結累計期間におけるAIクラウド＆コンサルティングセグメントの売上高は1,615,874

千円（前年同期比584,777千円増（56.7％増））、セグメント利益は432,463千円（前年同期比80,989千円増

（23.0％増））となりました。

＜ライフ＆プロパティソリューションセグメント＞

　当該セグメントにおいては、収益性に優れたリカーリングフィーを積み上げる積層型ビジネスモデルへの転換を

進めており、「ダブルツリーbyヒルトン東京有明」の運用開始等、アセットマネジメント事業における安定したス

トック収益が積み上がりました。

　その結果、アセットマネジメント事業における運用ファンドのAUMが積み上がり、当第１四半期連結累計期間に

おけるライフ＆プロパティソリューションセグメントの売上高 は3,634,556千円（前年同期比214,055千円増

（6.3％増））、セグメント利益は490,516千円（前年同期はセグメント損失53,227千円）となりました。

＜その他セグメント＞

　本セグメントでは、中長期的なサステナブルグロースに向けて試験的にリアルビジネスを手掛けつつ新規プロダ

クト開発を行っており、「リアルビジネスを内包した実務有用性の高いテクノロジー」の創出に取り組んでおりま

す。

　その結果、当第１四半期連結累計期間におけるその他セグメントの売上高は、ヘルスケア事業の事業運営により

20,743千円（前年同期比13,197千円増（174.9％増））、セグメント損失は新規プロダクト開発投資により50,416

千円（前年同期はセグメント損失43,986千円）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ7,088,079千円増加し、31,105,159

千円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末より5,126,007千円増加し、25,732,848千円となりました。これは主に、棚卸資

産が2,970,565千円、営業出資金が1,451,343千円増加したことによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末より1,962,071千円増加し、5,372,310千円となりました。これは主に、のれんが

1,815,349千円増加したことによるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ6,629,303千円増加し、18,185,918

千円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末より2,172,632千円増加し、6,062,016千円となりました。これは主に、短期借入

金が2,645,222千円増加したことによるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末より4,456,670千円増加し、12,123,901千円となりました。これは主に、長期借

入金が4,424,480千円増加したことによるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ458,776千円増加し、12,919,240

千円となりました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により、利益剰余金が497,159千円

増加したことによるものであります。

なお、自己資本比率は39.6％となっております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2024年５月14日の「2024年３月期　決算短信」で公表いたしました通期の連結業

績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,359,547 2,923,644

売掛金及び契約資産 1,003,529 2,142,458

営業出資金 1,300,770 2,752,113

棚卸資産 13,939,584 16,910,149

その他 1,005,292 1,006,094

貸倒引当金 △1,882 △1,612

流動資産合計 20,606,841 25,732,848

固定資産

有形固定資産 694,276 727,764

無形固定資産

ソフトウエア 775,007 852,601

のれん 749,836 2,565,186

その他 10,451 10,433

無形固定資産合計 1,535,296 3,428,221

投資その他の資産 1,180,666 1,216,324

固定資産合計 3,410,239 5,372,310

資産合計 24,017,080 31,105,159

負債の部

流動負債

買掛金 628,946 281,448

短期借入金 1,145,467 3,790,689

未払金 169,066 339,329

未払費用 700,940 619,487

未払法人税等 563,734 278,835

賞与引当金 216,535 142,828

その他 464,693 609,398

流動負債合計 3,889,384 6,062,016

固定負債

長期借入金 7,275,347 11,699,827

退職給付に係る負債 49,397 49,822

その他 342,486 374,251

固定負債合計 7,667,231 12,123,901

負債合計 11,556,615 18,185,918

純資産の部

株主資本

資本金 4,185,621 4,186,585

資本剰余金 4,058,673 4,059,637

利益剰余金 4,091,647 4,588,807

自己株式 △192,677 △502,315

株主資本合計 12,143,265 12,332,715

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,930 －

その他の包括利益累計額合計 3,930 －

新株予約権 122,677 133,259

非支配株主持分 190,591 453,266

純資産合計 12,460,464 12,919,240

負債純資産合計 24,017,080 31,105,159

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

売上高 4,290,148 5,067,177

売上原価 2,875,661 2,616,603

売上総利益 1,414,487 2,450,574

販売費及び一般管理費 1,212,169 1,599,555

営業利益 202,317 851,018

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 2 347

その他 156 285

営業外収益合計 159 635

営業外費用

支払利息 17,795 31,089

持分法による投資損失 2,213 －

株式交付費 12,903 －

その他 2,424 5,321

営業外費用合計 35,337 36,411

経常利益 167,139 815,243

特別利益

投資有価証券売却益 － 6,237

特別利益合計 － 6,237

特別損失

固定資産売却損 9,139 －

特別損失合計 9,139 －

税金等調整前四半期純利益 158,000 821,480

法人税、住民税及び事業税 12,331 153,997

法人税等調整額 7,171 128,383

法人税等合計 19,503 282,380

四半期純利益 138,497 539,099

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,618 41,940

親会社株主に帰属する四半期純利益 133,878 497,159

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

四半期純利益 138,497 539,099

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,512 △3,930

その他の包括利益合計 1,512 △3,930

四半期包括利益 140,009 535,169

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 135,390 493,229

非支配株主に係る四半期包括利益 4,618 41,940

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首か

ら適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適

用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の

四半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

AIクラウド＆
コンサルティ
ング

ライフ＆プロ
パティソリュ
ーション

その他 計

売上高

外部顧客への売上高 862,131 3,420,471 7,545 4,290,148 － 4,290,148

セグメント間の内部

売上高又は振替高
168,965 30 － 168,995 △168,995 －

計 1,031,096 3,420,501 7,545 4,459,144 △168,995 4,290,148

セグメント利益又は損失

（△）
351,474 △53,227 △43,986 254,259 △51,941 202,317

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

AIクラウド＆
コンサルティ
ング

ライフ＆プロ
パティソリュ
ーション

その他 計

売上高

外部顧客への売上高 1,417,199 3,629,234 20,743 5,067,177 － 5,067,177

セグメント間の内部

売上高又は振替高
198,674 5,322 － 203,997 △203,997 －

計 1,615,874 3,634,556 20,743 5,271,174 △203,997 5,067,177

セグメント利益又は損失

（△）
432,463 490,516 △50,416 872,563 △21,545 851,018

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失の「調整額」△51,941千円は、セグメント間取引消去を記載しております。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失の「調整額」△21,545千円は、セグメント間取引消去を記載しております。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

　当第１四半期連結会計期間において、株式会社メディックス等の株式を取得し、新たに連結の範囲に含め

ております。これらにより、前連結会計年度の末日に比べ、当第１四半期連結会計期間の報告セグメントの

資産の金額は「AIクラウド＆コンサルティング」において4,226,628千円増加しております。

　また、当第１四半期連結会計期間において、棚卸資産の増加等により、前連結会計年度の末日に比べ、当

第１四半期連結会計期間の報告セグメントの資産の金額は「ライフ＆プロパティソリューション」において

3,614,591千円増加しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

　「AIクラウド＆コンサルティング」において、当社が株式会社メディックス等の株式を取得し、連結の範

囲に含めたことにより、のれんの金額が1,816,876千円増加しております。なお、のれんの金額は当第１四

半期連結会計期間末において取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定された金額です。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

減価償却費 71,390千円 93,914千円

のれんの償却額 16,204 61,395

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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